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高畑小スタンダード 

副校長 長井恒治 

 

 新年度が始まり 1 ヶ月が過ぎました。校庭では既

に運動会の練習が始まっています。今年度は他の行

事との関係で、今月 15 日（土）の開催になりまし

た。準備期間が短く、十分な練習ができないかもし

れませんが、当日は子どもたちが元気に運動する様

子を是非ご参観ください。 

 さて先日の保護者会全体会で「高畑小スタンダー

ド」のお話をさせていただきましたが、改めてお知

らせしたいと思います。 

 本校で楽しく安全に過ごすための約束事は「高畑

のよい子」に書かれていますが、それを少し整理、

追加したものが「高畑小スタンダード」（高畑小の

学習、生活のきまり）です。内容については既にお

手元にプリントが届いていると思いますが、ごく当

たり前のことが書かれています。例えば 

○ 筆箱に入れてくるものは、B 以上の鉛筆５本以

上。消しゴムは白くて四角いものひとつ。赤、

青鉛筆、プラスチックの直線定規。 

○ 授業中に発言するときは、手を挙げ、名前を呼

ばれたら返事をし、起立して答える。 

○ 学習に使わないもの、マンガ本などは学校に持

ってこない。決められた連絡帳、自由帳以外の

メモ用紙類などは担任に無断で持ってこない。 

などです。どの子も 1 年生のときに担任から指導

を受け、きちんと守られているのですが、学年が上

がるにつれてそれを忘れ、勝手な行動をしたり、学

習と関係ないものを持ってきたりしています。また

ご家庭の判断で装飾品を身につけて登校している

子どももいました。さらに学級によって約束事が違

い、それが子どもたちの不満になっている場合も 

 

これらの反省から学校長が作成したものが「高畑

小スタンダード」です。子どもも教員もそれを守る

ことで基本的な生活習慣が確立し、学力、規範意識 

 ご家庭でもこの趣旨と内容をご理解いただき、学

校と家庭と同じ意識で子ども達を育てていきたい

と思っています。ご協力をよろしくお願いします。 

 

    

算：算数クラブ（中：中学年 高：高学年）SC（スクールカウンセラー） 算 

1 木   

2 金 
保護者による読み聞かせ（１，２年）学芸会係活動①

（５，６年）４年５校時まで                       

中 

3 土 文化の日 東京都教育の日 高畑フェスタ  

4 日   

5 月 
全校朝会  保護者による読み聞かせ（５、６年）  

委員会活動  生命尊重週間始 

 

6 火 安全指導                  SC  

7 水 児童集会  高 

8 木   

9 金 
学芸会係活動②（５，６年）４年５校時まで  

生命尊重週間終               SC 

中 

10 土                         

11 日   

12 月 全校朝会  

13 火                       SC  

14 水 学芸会会場準備（６年）  

15 木 学芸会リハーサル  

16 金 学芸会（児童鑑賞日）            SC      

17 土 
学芸会（保護者鑑賞日）給食あり  

学芸会会場片付け（５年） 地域教育連絡協議会                             
 

18 日    

19 月 振替休業日  

20 火 全校朝会 避難訓練       個人面談①   

21 水 体育朝会 交通安全教室（全）        高 

22 木 福祉体験（４年）マラソンタイム 個人面談②           

23 金 勤労感謝の日  

24 土               

25 日        

26 月 全校朝会 クラブ活動  

27 火 ミルク教室（４年）マラソンタイム 個人面談③ SC        

28 水 音楽朝会 午前授業    高 

29 木 
就学時健診（１～４年、６年午前授業）       

マラソンタイム 
 

30 金 社会科見学（４年）        個人面談④ SC 中 

学び合う喜び 

校長 木田 喜代美 

 朝夕の空気が、冷たく張り詰めてきました。校庭の

木々も少しずつ色づき始め、季節の変化を感じます。 

先日、数年前の新聞のスクラップを整理していたとこ

ろ、気になる記事がありました。１２歳の小学生が投稿

した記事でしたが、内容を大まかにまとめると、『算数

の授業で問題が解けずに悩んでいたら、一人の友達が教

えに来てくれ、その後も二人の友達や先生も来て、しま

いにはクラスの皆が来て教えてくれた。皆は真剣に教え

てくれ、自分は申し訳ないと思った。でも、本当に嬉し

かった。チャイムが鳴り、授業が終わって泣き出してし

まった』というものです。 

なぜ、この子は泣き出してしまったのでしょうか。子

供たちに問いかけたら、問題が解けずに恥ずかしかっ

た、悔しかったから、皆が教えてくれたので嬉しかっ

た・・・きっと様々な答えが返ってくることでしょう。

この子は、続きにこのように記していました。『横にず

っといてくれた友達が、「悔しかったよね。」と声をかけ

てくれた。でも、問題が解けない悔しさや恥ずかしさよ

りも、とても嬉しい気持ちだった。皆の優しさを思った

ら、涙がこぼれた』と。問題を解けずにいる友達に、そ

の子がわかるように教える。「わかった！」解けたとき

の喜びや達成感を感じるのは、教えてもらった子だけで

なく、教えた子も同じでしょう。自分のヒントで友達が

問題を解くことができた。そのことで、さらに勉強した

い、友達に教えてあげたい、と思う。そして、友達の考

えに触れる、友達の考えと自分の考えを比べることで自

分の考えを再構築し、深めていく。双方の学びが広がり、

学びへの意欲が高まります。まさに学校だからこそでき

る『学び合い』です。そして記事は、『教えてくれたク

ラスのみんな、授業の後も一緒にいてくれた友達、どう

もありがとう』と結ばれていました。わからないでいる

友達をからかったり、馬鹿にしたりすることなく、友達

の気持ちに寄り添うことができる。しかも、一人や二人

だけでなくクラス全員の友達や担任が一緒に考えてく

れる。このような学級では、いじめは起こらないことで

しょう。子供たち一人一人が、学び合う喜び、楽しさを

感じ、互いに認め合い、大切にし合う学級、学校を目指

してこれからも日々の教育活動を充実させていきたい

と改めて強く思いました。 

   

いよいよ１１月１６、１７日は、学芸会です。当日に

向けて子供たちが、友達と力と心を合わせ、一つの作品

を創り上げていきます。子供たちが、大きく成長する大

切な行事です。多くの皆様のご来校、ご鑑賞をお待ちし

ています。 

 

 

１１月の読み聞かせ 
２日（金） ４年生 
９日（金） ３・６年生 
３０日（金）１・２・５年生 

１１月は、「子どもの心

サポート月間」です。 
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１１月の生活目標 「人や物を大切にしよう」 

 

 

 

 

2020 年、オリンピック、パラリンピックが日本で開催され

ます。様々な国の人達をゲストとして迎え入れるこのような

機会に、子供たちが多様な文化の存在に気付き、互いを尊重

し合いながら積極的にコミュニケーションを取ることができ

るよう、「英語に親しむ」ことが小学校における外国語活動の

主な目的です。 

 また、2020 年には学習指導要領が改訂され、5年生以上は

教科としての「英語」となり、これまでの「聞く・話す」活

動に加え、「読む・書く」活動も始まります。中学校の英語科

にスムーズに移行できるよう、じっくりと子供たちの英語力

を育んでいきます。 

【５年 俳句】             移動教室の思い出 

 

          学芸会委員長 塚越 智夏 
生活指導部  田爪 早紀 

・協力してそうじをしよう。 

・相手の立場になって考えよう。 

・わくわく言葉を意識して使おう。 

友達を大切にするためには、相手の気持ちを思いや

る優しい心と、正しく判断する力が必要です。わくわ

く言葉を意識して使いながら、相手の立場になって考

えるよう改めて指導していきます。また、物を大切に

するために、自分の持ち物に名前を書くことや、元の

場所にきちんと戻すことも声をかけていきます。 
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学芸会に向けて 

１１月１６日(金)・１７日(土)に、２年に一度の

学芸会が行われます。これから、子供たちは、学

年で一つの劇を創り上げるために、力を合わせて

練習を重ねていきます。「どうしたら役になりきれ

るか」「どのように演じたら見ている人に喜んでも

らえるか、感動してもらえるか」、悩みながらも当

日の舞台が成功するように頑張って練習をしてい

きます。練習を通して、友達と協力する心、目標

に向かって努力する心が、きっと育ってくれるこ

とと思います。 

当日は、保護者の方々や地域の皆様の拍手で、

子供たちは満足感や達成感を感じることができ、

それが次への活力につながっていきます。 

学芸会本番での子供たちの輝く姿をぜひ 

ご覧ください。そしてたくさんの 

温かい拍手をお願いいたします。 

 

外国語活動について 外国語活動部 八木 義嗣 

  


